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めやらぬ 6 月 14 日、今度は、我が
国で岩手・宮城内陸地震 (M7.2) が
起こり、20 人を超える犠牲者が出















1995 年 1 月 17 日の阪神・淡路大
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参考文献 3）を基に科学技術動向研究センターにて作成（最近のデータを追加）









平均して年に 0.1 個、M7 で 1 個、
M6 は 10 個、とマグニチュードが













































1900　　宮城県北部 (M7.0)          17
1901　　八戸沖 (M7.2)                18
1905　　芸予 (M7.3)                   11
1909　　江濃 (M6.8)                   41
1911　　喜界島 (M8.0)                12
1914　　秋田仙北 (M7.1)             94
1914　　桜島 (M7.1)                   35
1922　　千々石湾 (M6.9)             26
1923　　関東 (M7.9)            142,807
1924　　丹沢 (M7.3)                   19
1925　　北但馬 (M6.8)              428
1927　　北丹後 (M7.3)            2,925
1930　　北伊豆 (M7.3)              272
1931　　西埼玉 (M6.9)                16
1933　　三陸 (M8.1)               3,064
1939　　男鹿 (M6.8)                   27
1940　　神威岬沖 (M7.5)             10
1943　　鳥取 (M7.2)                1,083
1944　　東南海 (M7.9)             1,223
1945　　三河 (M6.8)                2,306
1946　　南海 (M8.0)                1,330
1948　　福井 (M7.1)                3,769
1949　　今市 (M6.4)                    10
1952　　十勝沖 (M8.2)                 28
1964　　新潟 (M7.5)                    26
1968　　十勝沖 (M7.9)                 52
1974　　伊豆半島沖 (M6.9)           30
1978　　伊豆大島近海 (M7.0)        25
1978　　宮城県沖 (M7.4)              28
1983　　日本海中部 (M7.7)          104
1984　　長野県西部 (M6.8)           29
1993　　北海道南西沖 (M7.8)      202
1995　　兵庫県南部 (M7.3)       6,437
2004　　中越 (M6.8)                    68
2007　　中越沖 (M6.8)                 15
2008　　岩手・宮城内陸 (M7.2)     23
大きな被害地震（死者・不明10人以上）
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Hi-net を中心に約 1000 点 )、強
震動観測網（同 K-net を含めて約
7000 点 )、広帯域地震計観測網










































































































































































































































































の活断層（178 個）。欄外黒星は最近 5 年間に実際発生した活断層地震
のマグニチュード。












































起きたケースは、2008 年 10 月 8







　まず、2003 年 9 月十勝沖地震








内、2003 年 5 月宮城県沖地震と
2008 年 7 月岩手県中部地震は太
平洋プレート内の地震として、ま



























今後 30 年以内に震度 6 弱以上の地震動が起きる確率の分布図
（原図は http://www.j-shis.bosai.go.jp/）。白十字は、最近 5 年
間に実際に震度 6 弱以上が発生した場所。
出典：参考文献 20）を基に科学技術動向研究センターにて作成



























































                        ᗐቯM  ⊒↢⏕₸ 
       (%/30 years) 
2003ᐕ 5᦬ ችၔ⋵ᴒ࿾㔡  M7.1  㧙 0.2㨪0.5   (ࡊ࡟࡯࠻ౝ࿾㔡) 
2003ᐕ 7᦬ ችၔ⋵ർㇱ࿾㔡  M6.4 M7.1 0.082    (ᣩጊ᠌ᦛᏪ)  
2003ᐕ 9᦬ චൎᴒ࿾㔡  M8.0 M8.1 60    (ࡊ࡟࡯࠻㑆࿾㔡)     
2004ᐕ 10᦬ ਛ⿧࿾㔡  M6.8 M7.1 0.79    (౐ᣣ↸ᢿጀᏪ)   
2005ᐕ 3᦬ ⑔ጟ⋵ർ⷏ᴒ࿾㔡 M7.0 㧙 0.05      (ᴪጯၞᵴᢿጀ) 
2005ᐕ 8᦬ ችၔ⋵ᴒ࿾㔡  M7.2 Mw7.4 98    (ࡊ࡟࡯࠻㑆࿾㔡)  
2007ᐕ 3᦬ ⢻⊓ඨፉᴒ࿾㔡  M6.9 㧙 0.02㨪0.05 (ᴪጯၞᵴᢿጀ) 
2007ᐕ 7᦬ ਛ⿧ᴒ࿾㔡  M6.8 㧙 0.2    (ᴪጯၞᵴᢿጀ)  
2008ᐕ 6᦬ ጤᚻ࡮ችၔౝ㒽࿾㔡 M7.2 㧙 0.1㨪0.2   (࿾⾰ᢿጀ) 




































































































10 年をかけて全国で 2000 の活断
層を拾い出すとの方針を発表した
















図表 8　最近 5 年間に震度 6 弱以上を起こした地震











































































































































































































































































































































































発生の 30 年確率は 87％（参考
値）とされている 19)。これは、室




政東海地震 (1854 年 )、前々回の







































































































　2008 年 5 月 8 日、茨城県沖に
M7.0 の地震が発生した。ここでは
1896 年の歴史地震を初めとして今
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